
伊
吹
山
及
び
醒
ヶ
井
附
近
の
肯
生
層

(
間
版
望

ハ
版
付
)

竹

山

俊

雄

緒

言

伊
吹
山
よ
り
舷
門
那
醗
ケ
非
村
に
亙
る
山
地
は
虫
と
し
て
古
地
層
よ
り
成
る
｡

筆
者
は
中
村
兜
曲
の
御
摘
琴

の
下
に
此
の
地
域
の
古
地
層
の
研
究
に

蔚
乎
し
た
O
現
水
道

の
調
査
は
仰
ほ
不
充
分
で
柵
査
低
域
は
韻
だ
狭

い
o

且
石
氷
山町
中
に
細
め
て
墜
宵
に
食
ま
れ
て
肘
る
化
石
の
研
究
は
始
ん
ど
事
を

背
け
て
な

い
｡
併
し

l
時
此
の
嗣
盤
を
中
止
す
る
の
止
む
な
尊
に
売
っ
た
の
で
､
今
迄
に
刑
的
し
た
串
貨
を
迎
'･(
て
'
静
思

の
御
批
判
と
御
叱
正
を
仰
ぎ

班
-
腰
ひ
'
又
牌
非
此
の
地
域
の
調
教
の
材
料
と
も
な
れ
ば
串
と
思
ひ
未
完
成
を
も
陶
み
ず
赴
虚
に
発
表
す
る
離
iJ
し
た
0
本
研
究
に
解
り
有
溢
な
宋
故

求
の
デ
ー
タ

の
位
州
を
許
さ
れ
､
且
終
始
御
絹
港
を
賜
っ
た
中
村
光
地
に
原
-
感
謝
の
意
を
表
す
る
｡
別
俳
文
台
車
士
噂
よ
り
も
亦
多
-
の
デ
ー
タ
の
他

州
を
許
さ

れ
た
る
軸
を
記
し
以
て
同

氏
に
感
謝
す
る
次
筋
で
あ
る
｡

暦

序

古
生
暦
は
砂
岩
･粘
枚
岩
･輝
線
凝
次
岩
･石
衣
岩
･角
岩
よ
う
成
る
.
を
の
走
向
傾
斜
は
略
東
館
で
概
ね
北
方
に
傾

斜
す
る
を
常
と
す
る
79
時
は
走
向
が
北
東
I
南
西
と
成
る
場
合
も
あ
る
.
本
地
域
の
着
生
暦
は
次
の
如
-
固
介
し
得

る
○.1

､
下
部
粘
板
岩
昔

二
､
貼
坂
岩
角
岩
昔

伊
吹
山
及
び
推
ケ
非
附
妃
の
古
虫
暦

三
つ
輝
線
凝
友
岩
昔

三孟

ト
し



地

球

堅

二
･
各

節
五
雛

喜

E
I.
上
部
粘
戚
岩
昔

五
､
伊
吹
石
悉

莞
竹

六
､
砂
岩
粘
懲

莞
W

化
石
は
砂
岩
粘
板
岩
昔
を
除
-
各
昔
に
含
ま
れ
､
殊
に
助
傭
亜
科
の
も
の
は
澱
も
多
-
且
重
要
で
あ
る
｡
之
等
の

各
群
は
走
向
が
概
し
て
来
酉
怒
る
に
係
ら
ず
構
造
が
複
難
を
馬
め
決
し
て
兼
西
に
排
列
せ
ず
､
錯
離
し
ね
分
布
を
滞

し
て
居
る
｡

叫
'
下
部
粘
板
岩
群

書
色
の
鮎
磐

石
及
び
砂
質
鮎
磐

石
を
主
と
L
t
砂
岩
･角
岩
及
び
石
衣
岩
の
薄
厨
又
は
レ
ン
ズ

を
爽

む
｡
角
岩
は
次
白
色
乃
至
階
灰
色
に
し
て
赤
色
在
る
も
の
は
兼

だ
兇
閏
n
老

い
｡
薄
層
を
成
す
場
合
と
長
種

一

光
以
内
の
小

レ
ン
ズ
を
成
し

て粘
坂
岩
又
は
砂
袋
粘
板
岩
中
は
豊
富
に
含
ま
れ
る
場
各
が
あ
る
｡
石
衣
岩
は
衣
色
乃

至
黒
色
を
量
し
､
時
に
紡
傭
過
料
の
化
石
を
骨
ひ
も
保
存
は
不
良
で
あ
る
｡
醒
ヶ
井
村

1
色
よ
少
｡
P
al
a
eofu
sd
in
a､

F

usulin
ella
を
p
.全
村
醒
ヶ
井
よ

少
Palaeofusuiina
を
産
す
る
｡
時
代
を
決
定
し
難

さ
も
ク
ー
ラ

ジ
ア
ン
の
下

部
(
或
は
ド
ネ
チ
ア
ン
?
)と
推
察
さ
れ
る
｡
本
地
域
は
於
て
は
倭
に
柏
原
柑
梓
､
醒
ヶ
井
村

1
色

､
醒
ヶ
井
､
枝
折

等
に
分
布
す
る
.
此
の
地
域
ほ
て
は
木
骨
よ
P
古

い
地
膚
は
分
布
せ
ず
､
且
粘
坂
岩
角
岩
昔
と
は
断
層
を
以
で
境
す

る
故
に
本
箱
の
厚
ruは
不
明
で
あ
る
｡
此
の
地
域
に
放
て
は
そ
の
厚
rb
は
凡
そ
二
宮
五
十
米
以
内
と
推
定
さ
れ
る
｡

こ
､
粘
板
岩
角
岩
野

角
岩
と
鮎
粧
岩
の
互
暦
よ
-
成
み
､
布
に
砂
岩
の
薄
層
を
爽
む
0
粘
粧
岩
は
漁
色
に
し
て
節

理
は
常
に
ょ
-
教
蓮
し
て
居
る
｡
角
岩
は
白
色
｡衣
白
色
｡曙
淡
色
又
は
赤
色
を
毒
し
､
極
め
て
複
雑
な
る
小
規
模
の

摺
曲
は
殆

凡
ど
常
に
存
在
し
.
小
な
る
露
出
よ
-
二
肢
の
走
向
傾
斜
を
判
定
す
る
罫
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
｡
角

岩
と
粘
板
岩
と
は
漸
移
し
p
両
者
の
間
に
は
粘
板
岩
と
角
岩
の
音

5,互
暦
が
存
在
す
る
場
合
と
又
粘
舷
岩
が
次
第
は

珪
酸
を
塔
L
tJ政
-
皮
-
.
更
に
泥
質
角
岩
h
t経
て
角
岩
に
轡
る
場
合
と
が
あ
る
｡
角
岩
に
近
づ
-
と
粘
坂
岩
中
に



は
壕
々
角
岩
の
.小
夜
る
レ
ン
ズ
が
見
ら
れ
る
｡

本
鞘
は
を
の
上
位
の
輝
練
凝
次
岩
鞘
と
共
は
複
刺
を
招
曲
を
成
し
て
本
地
域
に
極
め
て
顔
-
分
布
し
て
居
る
｡
晴

瀧
山
別
普
山
に
於
で
は
角
岩
は
常
に
粘
板
岩
よ
-,L
厚

い
｡
尭
叢
飼
村
長
岡
と

本
郷
の
間
の
丘
陵
で
は
角
岩
も
粘
板

岩
も
共
に
情
瀧
山
及
び
別
常
山
は
於
け
る
よ
少
も
戯
-
分
布
し

一
児
此
等
が
甚
だ
厚
い
棟
に
見
え
る
｡
併
し
之
は
複

難
攻
摺
曲
と
断
層
と
が
組
合

d
れ
て
斯
-
見
え
る
の
で
各
層
の
厚
さ
は
簡
瀧
山
及
び
別
菅
山
に
放
け
る
と
大
差
が
魔

い
｡
本
地
域
の
西
部
に
於
で
は
角
岩
は
薄
-
粘
板
岩
が
厚
-
成
る
｡

本
箱
に
は
石
灰
岩
は
全
然
存
在
し
夜

5,｡
赤
色
角
岩
の

一
薄
片
を
槍
し
た
廃
保
存
不
良
な
る
放
散
鹿
の
化
石
が
含

ま
れ
て
居
た
｡
之
以
外
に
は
全
-
化
石
が
春
在
し
な

い
.
従
っ
て
粘
坂
岩
角
岩
帯
の
時
代
は
そ
の
上
下
の
地
層
の
時

代
か
ら
推
察
す
る
以
外
直
接
に
決
定
す
る
方
法
は
な

い
｡
本
尊
の
下
部
は
此
の
地
域
に
は
露
出
し
て
屠
覆

い
0
本
地

域
に
露
出
し
て
居
る
眼
力
で
は
粘
板
岩
角
岩
碑
の
厚
さ
は
地
質
図
か
ら
凡
そ
千
二
盲
犬
と
計
算
苫
れ
る
が
'
此
の
債

は
角
岩
の
複
邪
を
摺
曲
を
皮
外
税
し
た
偵
故
､
安
際
の
厚
rh
は
此
の
概
よ
か
大
分
小
な
み
と
磁
は
れ
る
｡
粘
板
岩
角

岩
昔
は
マ
ー
ル
の
云
ふ
泥
昔
の
沈
積
物
で
あ
ら
う
｡
新
版
岩
を
主
と
し
砂
岩
の
稀
在
鮎
は
此
の
考
に
都
令
が
よ
5,0

角
岩
の
成
因
ーこ
関
し
て
は
兼
多
の
問
題
が
未
解
決
の
庸
威
さ
れ
て
居
る
｡
角
岩
に
件
う
で
補
俺
鋸
床
が
存
在
す
る
事

は
海
底
に
珪
酸
が
沈
澱
す
る
化
撃
的
過
雅
の
考
察
は
何
等
か
の
ヒ
ン
J･
を
輿

へ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
｡

三
p
輝
線
凝
涙
砦
帯

輝
推
凝
衣
岩
を
主
と
し
､多
-
の
石
灰
岩
の
レ
ン
ズ
を
爽
む
.
藤
に
依
-
朝
岩
の
レ
ン
ズ
を
含

み
.
叉
稀
に
砂
岩
｡鮎
厳
岩
の
レ
ン
ズ
を
爽

む
.
輝
練
凍
衣
岩
は
概
ね
塊
状
で
純
粋
を
火
山
物
質
よ
-
成
る
場
合
よ
-

も
細
粒
碑
層
物
を
含
む
場
合
の
方
が
多

い
.新
鮮
な
時
は
紫
色
又
は
練
色
を
量
す
る
が
､
需
用
両
で
は
殆
凡

ど
常
に
風

伊
吹
山
及
び
抑
ケ
非
附
近
の
甘
地
暦

萱

七

九



地

球

節
二
十
怨

妨
五
眺

望
八

一〇

化
し
て
暗
赤
色
を
量
す
る
.
角
岩
の
レ
ン
ズ
に
富
む
部
分
は
息
長
押
多
新
田
附
近
は
あ
ヵ
､
此
の
部
分
に
は
石
衣
岩

の
レ
ン
ズ
は
極
め
て
柿
で
あ
る
C
此
の
角
岩
中
に
も
赤
色
在
る
79
の
は
見
出
n
れ
覆
い
｡
石
衣
岩
の
レ
ン
ズ
の
多
き

部
分
で
は
角
岩
の
レ
ン
ズ
は
叉
極
め
て
称
で
あ
る
｡
石
衣
岩
は
白
色
よ
･e畠

色
に
至
る
種
々
の
色
を
量
L
t
大
覆
る

レ
ン
ズ
は
於
で
は
鯛
状
又
は
角
磯
状
の
石
衣
岩
も
あ
る
｡
角
磯
状
石
衣
岩
は
英
問
の
ア
ブ
ォ
ニ
ア
ン
の
石
衣
岩
中
の

L
im
esto
ne
Pseud
ob
T
eCCia
と
栴
さ
れ
る
も
の
に
酷
似
し
て
居
カ
.
そ
の
成
因
79
亦
同
様
で
浅
海
堆
積
物
で
あ
ら

う

｡此
の
角
磯
状
石
衣
岩
中
に
は
鮎
鋪
鹿
渡
の
破
片
が
あ
っ

て､
此
の
石
灰
岩
を
沈
積
し
た
海
底
が
浅
海
な
る
罫
堅
ボ

す
.
輝
線
凝
磐

石
の
走
向
傾
斜
の
不
明
を
場
令
の
多
い
事
及
び
石
衣
岩
の
レ
ン
ズ
の
形
の
不
規
則
故
事
か
ら
輝
線
凝

衣
岩
昔
を
細
分
す
る
事
は
容
易
で
覆

い
｡
輝
線
凝
次
岩
昔
の
最
下
部
は
兼
蓑
田
村
寓
願
寺
･長
岡
愛
宕
山
･大
鹿

･
閥

黒
田
村
ヤ
ダ
ニ
･
鳥
羽
上
等
に
罪
出
し
､
寓
臓
寺
｡愛
宕
山
i

ダ
ニ
ほ
て
は
石
衣
岩
申
よ
み

P
al
a
eofu
su
ti
nan
?

S廿
｡
を
産
す
る
.
輝
絃
凍
友
岩
背
の
之
よ
カ
上
位
の
部
分
は
大
な
る
石
衣
岩
の
レ
ン
ズ
哲
多
-
含
み
､化
石
も
極
め
で

多

い
｡
醒
ヶ
井
の
北
西
の
石
衣
岩
よ
む
は

(i)
S
chw
a
g
erin
a
fusuiin
oid
es
S
chellwi
en
,

(
2

)

P
al

aeofusu
li

na

cfr･
vulgaris
globosa
(DyrenfuTth),
(
･3
)

P

.

c

f,

watanab

ei
O
zaw
a.i
(4
)
P
.
sp,
(
5
)

P

.

arctica

S
c
hettw
)･
(6
)
P
,
n
,
sp
,
(G
roup
of
P
.

tenuissim
a
)
を
含
み

､
内

田

､
㈲
'
制
､
刷

は
仝

)
暦
準
よ
ら
得

た
｡
㈲
'
佃

は
夫
々
同
じ
レ
ン
ズ
の
内
で
興
る
層
準
を
不
す
79
の
で
榊

は
澱
も
上
位
の
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
兼
題

田
村
大
鹿
で
は
此
の
膚
準
は
小
さ
を
石
衣
岩
の
レ
ン
ズ
を
多
数
含
む
輝
線
凝
衣
岩
で

P
.
v
u
tg
aris
を
含
む
｡
本
尊

の
最
上
部
は
柏
原
村
須
川
及
び
大
峯
山
に
の
み
露
出
し
､
須
州
ほ
て
は
石
衣
岩
中
は

P
alaeof
usu
)in
a,
spp･
T
riti･

cites
(n
?)
sp,
を
含
む
｡
多
和
田
に
露
閏
す
る
角
岩
の
レ
ン
ズ
に
富
む
輝
線
凝
衣
岩
は
粘
坂
岩
角
岩
昔
の
直
ぐ
上



位
は
在
る
を
以
て
ー
本
帯
下
部
の
特
別
な
粕
と
考

へ
ら
れ
る
｡
D
ix
o
n
は
ア
ブ
ォ
Lf
ア
ン
石
衣
岩

中
に爽
准
す
る
チ
㍉

-
ト
を
揮
ふ
粘
板
岩
を
礁
湖
の
堆
積
物
と
見
放
し
､
T

a

Tr
及
び

T
w
enhofel
両
氏
は
淡
水
の
混

入
す
る
球
海
底
に

チ
ャ
ー
ト
の
沈
積
し
た
例
を
記
載
し
て
居
る
｡

多
和
田
の
輝
線
凍
衣
岩
中
の
角
岩
も
亦
浅
海
底
の
特
殊
な
状
況
の
下

に
沈
積
し
た
も
の
ら
し

い
｡
本
背
の
石
衣
岩
中
に
は
刑
糊
は
極
め
て
稀
で
あ
る
｡
腕
足
数
蘇
虚
数
の
化
石
も
稗
ら
れ

夜
か
っ
た
.

以
上
か
ら
暇
は
下
部
を

P
al
aeofusulina
n
.
sp
.
昔
'
中
部
を

Schw
age
rina
f
u
s
u
ti

noides
背
､
上
部
を

T
riticite
s
n
.
sp
.
帯
と
栴
す
る

｡
而
し
て
輝
経
歴
次
岩
鼎
の
厚
さ
は
千
二
百
米
前
後
に
し
て

､
を
の
時
代
は
以
上

の
化
石
よ
卓
見
で
明
に
ク
ー
ラ
-
ア
ン
で
あ
る
｡

E
Z.
上
部
粘
板
岩
帯

粘
放
岩
を
主
と
L
t
石
衣
岩
及
び
角
岩
の
レ
ン
ズ
を
爽
む
｡
本
尊
は
.柏
原
村
大
野
木
及
び

保
谷
の
朱
に
春
在
L
t
輝
練
准
悉

莞
W
の
上
位
に
凍
る
｡
下
部
粘
坂
岩
昔
と
は
砂
贋
粘
板
岩
及
頭
砂
岩
を
秋
-
事
'

旗
色
の
石
衣
岩
の
春
准
せ
ざ
る
轟
及
び
化
石
の
和
典
に
体
力
識
別
n
れ
る
｡
上
部
粘
板
岩
背
の
露
出
置
域
は
狭
-
且

断
層
の
薦
め
伊
吹
石
衣
岩
雅
と
按
す
る
魔
を

さ
を
以
て
そ
の
厚
n
は
金
-
不
明
で
あ
る
｡
大
野
木
附
立
で
は
下
部
の

厚
n
約
二
甘
光
の
部
分
の
み
が
露
出
し
て
ゐ
る
｡
石
磐

石
中
に
は

Pal
ae.fu
sul
i

na
eligua
を産
す
る
h
t以
て
本

昔
の
時
代
は
ク
ー
ラ
リ
ア
ン
で
あ
る
｡
故
小
棒
博
士
の
埜

〓
壷
地
方
の
古
庄
暦
の
分
背
に
依
れ
ば
輝
線
凝
悉

荒
肝
と

本
尊
と
は
晴
々

um
に
相
薗
す
べ
p
Jも
.
歌
音
よ
-
は

Schw
･
fusu
tin
.id
e
s,
P
･
a
rctica
)
P
･
cf
･
incisa
及

び
P
.

ten
u
issim
a
の
群
の
79
の
を
座
し
在

い
｡シユン

ジ

ヨ

五
､
伊
吹
石
涙
岩
帯

伊
吹
山
の
大
部
分
及

び

春

照

村

大
情
水
の
東
方
小
丘
岩
佐
山
に
露
出
す
る
石
衣
岩
を
主
と
す

仰
吹
IE
及
び
鮒
ケ
井
附
近

の
せ
地
層

莞

九

山
一



地

球

節

二

十

各

節
五
雛

蓋

〇

二
一

る
厚
い
地
暦
を
伊
吹
石
灰
岩
昔
と
称
す
る
｡
大
部
分
は
二
盛
舵
(
懲
義
の
)
で
あ
る
が
下
部
は
ク
ー
ラ

リ
ア
ン
の
上
部

で
あ
る
｡
春
照
村
上
野
か
ら
伊
吹
山
頂
は
至
る
登
山
道
で
は
次
の
如
き
暦
序
が
認
め
ら
れ
る
｡

二

石
衣
岩
を
王
と
し
.
輝
練
森
次
岩
を
爽

む
｡

二
p
石

衣

岩

四
､
輝
推
凝
衣
岩

五
､
石

衣

岩

大
､
鮎
粧
岩
角
岩
互
暦

七 三ヽ ヽ

石 角

衣

l⊥lI.tJ
:打 石~

入
.
粘
坂
岩
角
岩
互
暦

九
､
石
衣
岩
p
稀
に
輝
推
擬
友
岩
及
び
貼
坂
岩
を
爽
む
0

1
の
石
衣
岩
か
ら
は
未
だ
化
石

を
稗
を

い
.

二
の
石
衣
岩
に
は

N
eoschw
ag
erin
a
(C
an
cetlin
a
)
n
ip
p
on
ica

O
zaw
a,
N
.
cfr.
sim
plex
O
zaw
au
P
ataeofusutina
sp
J

B
erettop
h
on
sp
.

を
含
み
､
美
濃
赤
坂
に
於
け

る
Nn
帯
に
封
此
さ
れ
る
｡
九
の
石
悉

石
は
政
も
化
石
隻

的
み
､

数
種
類
の

P
al
aeOfu
su
lin
a､
N
eoschw
agerin
a

cfr.
colan
iae
O
zaw
a.P
seud
o
d
oliotin
a
ozaw
o
i
Y

abe
et
H
anzaw
a,S
ta
ffetta
w
a
a
g
en
i
S
c
h
w
ager
等
を
含

み
､
そ
の

義

は
赤
坂
の
惣

町
は
対
比
孟

る
｡
八
と
九
の
間
に
は
此
の
登
山
道
に
沿
う
這

露
出
の
芝

部
分
が

あ
る
が
､
大
富

ヌ
ケ
の
上
方
を
眺
め
る
と
八
の
上
に
匿
iI
石
磐

石
が
載
っ
て
居
る
の
が
見
え
る

.
山霊
竹
の
化
石
は
未

だ
放
し
て
屠
覆

い
0
地
帯
は
多
分
浸
蝕
し
辛
b
れ
て
春
在
し
な

い
の
で
あ
ら
う
0

大
精
水
岩
佐
山
に
於

い
て
は
下
部
よ
う
一
石
衣
岩
.
二
角
岩
､
三
石
灰
岩
の
三
層
が
あ
る
｡

一
の
石
衣
岩
か
ら
は

ニ
D
otio
tina
"
al
wi
n
ae
D
eprat,
P

alaeofusu
lin
a
cfT.
m
u
ttiseptata
(S
ch
ettw
.).
S
ch
w
a
g
erin
a
sp
.
敬

度
し
､
ク
ー
ラ
-
ア
ン
と
棺
ぜ
ら
れ
る
｡
司
の
宥
磐

石
の
此
蚊
的
上
部
に
は
P
al
a
e
ofusutin
a
a
m
b
igua
(D
e
pr
at)

､

N
eosc
h
w

a
g
erin
a
sp
.

を
含
み
悲
-
二
換
紀
の
下
部
で
あ
ら
う
.
伊
吹
山
に
於
で
は
本
昔
の
厚
n
は
大
約

三
千
二

百
米
に
達
す
る
｡



大
､
砂
岩
粘
板
岩
帯

伊
吹
山
の
基
部
に
戯
-
露
拭
し
､
春
蟻
柑
大
浦
水
の
東
方
及
び
柏
原
村
須
川
の
兼
方
よ
-,>
美

浪
今
須
村
今
須
の
北
方
に
立
身
分
布
す
る
砂
岩
と
鮎
赦
岩
と
よ
カ
成
る
地
層
が
あ
る
｡
石
衣
岩
及
び
角
岩
は
金
-
春

准
し
孜
い
｡
粘
板
岩
は
そ
の
岩
質
か
ら
既
越
し
詑
各
昔
中
の
粘
板
岩
よ
-
79
新
し
い
戚
じ
を
輿

へ
る
｡
伊
吹
山
で
は

伊
吹
石
衣
岩
と
術
上
に
依
み
接
し
､
大
清
水
及
び
今
額
は
於

い
て
79
他
の
岩
昔
と
荷
上
及
び
断
暦
に
依
り
接
し
て
居

る
｡
化
石
は
未
だ
散
見
rb
机
を

5'｡
他
の
各
昔
と
の
暦
序
的
係
は
金
魚
未
知
で
あ
る
が
偶
に
此
の
地
域
の
南
蛮
暦
の

最
上
部
と
し
て
置

い
た
｡
併
し
p
或
は
中
産
代
の
も
の
か
79
知
れ
を

い
｡

以
上
述
べ
た
如
-
本
地
域
の
古
頚
骨
の
内
灘
練
凝
友
岩
昔
か
ら
伊
吹
石
灰
岩
顎
の
下
部
迄
は
ク
ー
ラ
リ
ア
ン
に
腐

す
る
｡
近
年
グ
レ
ー
ボ

ー
氏
の
研
究
は
依
れ
ば
ク
ー
ラ
リ
ア
ン
の
大
部
分
は
二
盛
紀
は
属
す
と
の
罫
で
､
ウ

ラ
ル
地

方
に
は
上
部
石
炭
系
の
大
部
分
は
敏
如
し
で
居
み
ご
輿
の
上
部
石
次
系
は
p
シ
ャ
ほ
て
は
ド
ネ
ッ
盆
地
に
最
も
よ
-

敬
達
し
居
る
敏
之
を
ド
ネ
チ
ア
ン
と
命
名
し
た
.
併
し
乍
ら
ド
ネ
チ
ア
ン
の
鮎
健
戯
化
石
の
研
究
は
未
だ
充
分
で
な

く
.
従
っ
て
本
邦
の
紡
錘
鹿
石
磐

石
は
於

い
て
ク
ー
ラ
リ
ア
ン
と
ド
ネ
チ
ア
ン
と
の
置
別
は
容
易
で
在

S
.
唯
本
地

域
に
於

い
て
は
ク
ー
ラ
リ
ア
ン
と
確
信
さ
れ
る
部
分
の
み
で
も
伊
吹
石
衣
岩
昔
の
最
下
部
よ
与
輝
線
聴
衆
岩
昔
は
亙

る
厚

い
地
層
を
含
む
を
以
て
､
下
部
粘
板
岩
昔
は
或
は
ド
ネ
チ
ア
ン
な
ら
ん
か
と
も
恩
は
れ
る
｡

構

造

古
生
暦
の
走
向
は
略
々
東
西
で
概
ね
北
は
傾
斜
し
､

一
見
罪
科
構
造
の
如
-
兄
ゆ
る
も
.
賓
は
複
郁
夜
樽
倒
摺
曲

が
存
在
し
て
屠
る
.
従
っ
て
背
任
暦
の
紬
か
夜
暦
序
の
決
定
は
精
密
を
野
外
調
査
に
供
た
わ
ば
写
ら
な

い
｡
併
し
輝

伊

吹
-;
及
び
附
ケ
非
附
妃

の
古
政
府

≡
l

三
一



地

嫌

節
二
十
怨

節
五
班

董

1

㌦
四

線
凝
衣
岩
昔
の
如

き
上
下
を
通
じ
て
略
々
岡
城
な
る
岩
質
を
有
す
る
部
分
が
晒
倒
摺
曲
を
行
へ
ば
､
之
を
明
は
す
滋

事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
｡
古
生
暦
は
定
は
北
東
-
南
関
の
走
向
を
ボ
す
事
も
あ
る
0
中
村
先
壁
と
別
所
文
官
辱
士

と
は
美
浪
根
尾
断
暦
を
め
iJ
る
地
域
の
古
座
暦
の
走
向
が
複
新
に
鼻
化
し
て
居
る
罫
を
明
は
さ
れ
た
｡
本
地
域
に
於

い
て
も
藍
は
頗
-
調
査
を
成
す
時
は
か
･/
る
現
象
の
存
在
が
明
は
さ
れ
得
る
と
信
ず
る
｡

視
灘
を
摺
曲
を
成
し
た
古
庄
圏
は
史
に
衝
上
及
び
蔑
多
の
断
層
と
は
依
-
寄
木
細
工
の
如
-
裁
断
n
れ
た
｡
伊
吹

I

衝
上
は
小
藤
先
塾
の
始
め
て
唱
導
さ
れ
た
る
も
の
で
伊
吹
石
衣
岩
昔
等
が
砂
岩
粘
坂
岩
背
の
上
に
衝

き
上
げ

て
居

る
｡
伊
吹
街
上
は
史
に
断
層
に
依
-1
崎
位
し
て
春
照
付
大
鰐
水
の
粟
及
び
柏
悦
村
大
野
木
'
菊
川
の
東
方
に
も
現
は

れ
て
居
る
｡

幾
多
の
断
骨
の
内
北
東
-
宙
問
の
走
向
を
有
す
る
も
の
は
此
の
地
域
に
於
い
て
最
も
iLT
い
79
の
で
.あ
る
｡
北
々
莱

･･･甫
々
問
の
走
向
を
有
す
る
も
の
は
之
は
つ
い
で
生
じ
.
南
北
及
び
東
西
の
走
向
を
有
す
る
も
の
は
更
は
新
し
い
.

而
し
て
南
北
の
走
向
の
断
層
は
恐
-
兼
酉
の
走
向
の
断
層
よ
り
も
新
し
い
も
の
と
組
は
れ
る
｡
最
も
新
し
-
且
最
温

迄
活
動
し
ね
と
思
は
れ
る
も
の
は
牝
甲
-
南
東
乃
至
酉
北
酉
-
兼
南
某
の
断
層
で
､
姉
川
地
震
は
際
し
て
は
地
表
に

明
瞭
な
断
層
は
出
現
L
を
か
っ
た
が
此
の
走
向
の
断
暦
の
活
動
に
依
る
薪
は
明
か
で
あ
る
｡
そ
の
激
麓
地
の
分
布
か

ら
察
す
る
は
伊
吹
山
の
宙
を
閣
北
酉
-

東
南
兼
に
走
る
南
落
ち
の
断
層
の
活
動
が
姉
川
地
震
の
赦
源
た
る
可
-
史
は

之
と
共
に
他
の
断
層
に
も
多
少
活
動
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡
此
の
地
域
の
洪
稀
暦
の
分
布
は
頗
-
は
を

57
枚
充
分
断
定
し
村
ざ
る
も
現
在
迄
の
デ
ー
タ
で
は
此
の
走
向
の
断
層
以
外
に
本
地
域
の
洪
積
層
堆
積
後
の
断
層
は

存
在
し
な
い
0
(完
)

懲


